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要旨 : 

Fe-36％ Ni 鋼(アンバー型合金)は，低熱膨張を有するところから，LNG 用メンブレン材料

として使用されるが，完全オーステナイト組織を有するため，溶接高温割れ感受性が高いこ

とが欠点となっている。この点を改善するため，本鋼の溶接高温割れ性の及ぼす成分組成お

よび製造条件の影響を調べ，不純物元素の低減と Ta の添加により，耐溶接高温割れ性を著

しく向上させうることを示した。熱サイクル再現試験によってもこのことは確かめられた。

そして，この改良 Fe-36％ Ni 鋼(川鉄低熱膨張合金: KLN 36)の熱膨張係数を含む物理的性

質および機械的性質についても検討し，LNG 用材料として十分な特性を有することを示し

た。 

  

Synopsis : 




















